
当
神
社
は
御
祭
神
在
世
中
の
居
館
、
蜘
踊
ケ
崎
館
跡
に
鎮
座

し
て
お
り
ま
す
『

閲
蹄
ケ
崎
館
は
、
永
正
十
六
年
(
一
五
一
九
)
信
玄
公
の
父
君
信

虎
公
が
石
和
館
(
現
甲
府
市
川
田
)
よ
り
移
り
、
天
正
九
年
(
一
五

八
一
)
晴
信
公
の
子
、
勝
頼
公
が
新
府
(
現
韮
崎
)
に
移
ろ
ま
で
六

十
二
年
の
間
、
甲
斐
武
田
氏
の
本
拠
、
甲
斐
の
政
庁
と
し
て
天
下

に
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。
周
囲
に
は
武
田
二
十
四
将
を
始
め

と
す
る
諸
将
の
屋
敷
が
立
ち
並
び
、
さ
ら
に
は
職
人
町
も
あ
り
、

初
期
の
城
下
町
を
形
成
致
し
て
お
り
ま
し
た
。

前
面
(
南
)
に
甲
府
盆
地
、
遠
く
は
霊
峰
富
士
を
は
じ
め
甲
斐

の
連
山
を
望
み
、
後
方
(
北
)
に
有
水
寺
、
要
害
山
を
控
え
た
景
勝

の
地
で
、
境
内
は
樹
木
が
杜
を
作
り
、
豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
『
周
囲
の
堀
、
土
塁
等
は
当
時
の
ま
ま
で
、
戦
国
時
代
第
一
級
の

居
館
と
賞
賛
さ
れ
る
「
艶
聞
ケ
崎
館
」
の
往
事
を
偲
ば
せ
る
も
の

で
す
っ
境
内
地
は
、
昭
和
十
三
年
(
一
九
三
八
)
国
指
定
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

武田神社
鎮座地 山梨県甲府市古府中町26「1

電 話 055(252)2609

U R 」 http:〃www.takedajinja.o「,jp/

【モバイルサイト: http:〃www.takedajinja.or.jp/i/】



一
五
四
一

一
五
四
二

一
五
四
六

一
五
四
七

一
五
四
八

一
五
五
二

一
五
五
三

一
五
五
五

天
文
十

天
文
十
一

天
文
十
五

天
文
十
六

天
文
十
七

天
文
二
十
一

天
文
二
十
二

弘
治
元

三
五
七
五
浩
三

⑳◎④⑦④⑫⑮⑪⑦

1
2
信
虎
、
石
和
川
田
館
を
甲
府
開
聞
ケ
崎

に
移
す
。
翌
年
要
害
城
を
築
く
。

‖
・
3
武
田
信
玄
誕
生
、
幼
名
太
郎
。

こ
の
年
太
郎
、
上
杉
朝
興
の
女
を
妻
に
迎

え
る
。

‖
太
郎
の
妻
上
杉
氏
、
難
産
の
為
没
。

3
太
郎
元
服
、
従
五
位
下
大
膳
太
夫
と
な

り
、
将
軍
義
時
の
偏
講
を
得
て
、
晴
信
と

名
乗
る
。
こ
の
年
晴
信
、
三
条
公
頬
の
女

を
妻
に
迎
え
る
。

5
信
虎
、
諏
訪
氏
ら
と
海
野
氏
を
攻
め
る
。

6
・
1
4
晴
信
自
立
。

6
晴
信
、
諏
訪
頼
重
を
攻
め
る
。

7
・
2
1
頼
垂
、
甲
府
で
自
書
。

9
晴
信
、
高
遠
頼
継
を
破
る
。

四
郎
勝
頼
生
ま
れ
る
。

6
晴
信
、
甲
州
法
度
之
次
第
を
制
定
。

2
・
1
4
晴
信
、
村
上
義
満
と
上
田
原
に

戦
っ
て
敗
れ
、
板
垣
信
方
ら
戦
死
。

7
・
1
9
小
笠
原
長
時
を
塩
尻
峠
に
大
破
す
る
。

5
・
7
晴
信
の
母
大
井
夫
人
没
(
五
十
五
歳
)

-
 
1
太
郎
義
信
、
今
川
義
元
の
女
を
要
る
。

4
・
9
晴
信
、
葛
尾
城
を
攻
略
。
村
上
義

満
、
長
尾
景
虎
を
頼
る
。
8
晴
信
、
景
虎

と
川
中
島
に
戦
う
(
第
一
回
川
中
島
戦
)

7
・
1
9
踊
信
、
景
虎
川
中
島
に
戦
う
(
第

二
回
川
中
島
戦
)
。
閤
柑
∵
5
今
川
義
元

の
調
停
で
甲
・
越
の
和
成
る
。

8
甲
・
越
両
軍
、
水
内
郡
上
野
原
に
戦
う

(
第
二
両
川
中
島
戦
)
。
‖
・
柑
晴
信
、

女
北
条
氏
政
妻
の
安
産
を
富
士
御
室
浅
間

神
社
に
祈
る
。

● ● ● ● ● ● ● ‾● ● ● . 音

l

永
禄
七

永
禄
ハ

永
禄
九

永
禄
十

永
禄
十
一

永
禄
十
二

元
亀
元

元
亀
二

元
亀
三

㊥④㊥㊥㊥

4
武
田
信
繁
、
家
訓
九
十
九
ヵ
条
を
定
め

る
。
9
善
光
寺
如
来
を
甲
府
に
移
す
。

こ
の
こ
ろ
晴
信
、
信
濃
守
護
に
任
せ
ら
れ
る
。

5
信
玄
、
信
濃
松
原
神
社
に
祈
願
文
を
納

め
る
。
(
「
信
玄
」
の
初
見
)

こ
の
年
、
信
玄
堤
完
成
。
海
津
城
を
築
く
。

9
・
周
甲
・
越
両
雄
、
川
中
島
に
戦
い
、

信
玄
の
弟
信
繁
が
戦
死
す
る
。
(
第
四
回

川
中
島
戦
)

8
川
中
島
対
陣
(
第
五
回
川
中
島
戦
)
。

こ
の
年
快
川
国
師
、
恵
林
寺
へ
再
入
山
。

‖
勝
頼
、
織
田
信
長
の
蚕
女
遠
山
氏
を
要
る
。

9
・
2
9
上
野
箕
輸
城
を
攻
略
す
る
。

柑
∵
「
9
信
玄
の
長
子
義
信
没
。
‖
信
玄

の
女
お
松
、
信
長
の
嫡
子
信
忠
と
婚
約
。

こ
の
年
、
今
川
氏
真
、
甲
斐
へ
の
塩
の
輸

送
を
止
め
る
。
勝
頼
の
子
信
勝
誕
生
。

母
遠
山
氏
没
。

2
信
玄
、
徳
川
氏
と
毀
・
遠
両
国
の
略
取

を
盟
約
。
1
 
2
・
1
 
3
駿
府
を
占
領
。
氏
真
、

掛
川
に
逃
げ
る
。

4
将
軍
義
昭
・
信
長
、
輝
虎
に
甲
・
越
和

議
を
重
ね
て
勧
め
る
。
こ
の
年
信
玄
、

駿
河
・
武
蔵
上
野
・
相
模
と
転
戦
。

7
・
2
8
信
玄
の
妻
三
条
氏
没
。
(
五
十
歳
)

1
2
本
願
寺
顕
如
、
信
玄
に
誼
み
を
通
ず
る
。

-
 
-
海
賊
衆
を
伊
勢
に
募
る
。
ほ
・
2
7
北
条

氏
政
と
暫
紙
を
交
換
、
甲
・
相
同
盟
復
活
。

5
信
玄
、
将
軍
義
昭
の
内
書
を
受
け
る
。

9
・
2
9
山
県
昌
宗
の
兵
、
甲
府
を
出
発
。

周
∵
3
信
玄
、
大
軍
を
率
い
て
甲
府
を
出

発
。
博
・
周
遠
江
に
進
攻
。
‖
下
旬
こ
ろ

二
俣
城
攻
略
。

‖
・
「
4
信
玄
の
将
秋
山
信
友
、
美
濃
岩
村

城
を
攻
略
。
1
 
2
・
雀
二
万
ケ
原
の
合
戦
。

信
玄
、
徳
川
・
織
田
連
合
軍
に
大

次
い
で
刑
部
に
移
り
越
年
。
1
 
2
・

「
信
玄
、
三
河
に
進
攻
、
野
田
城
を

る
。
2
野
田
城
を
攻
略
。
次
い
で
長

に
入
る
。

4
・
陀
信
玄
、
信
州
伊
那
駒
場
で
没
。

(
五
十
三
歳
)

3
勝
頼
、
東
美
濃
岩
村
口
に
出
陣
、
岩
村

城
の
付
城
十
八
城
を
陥
れ
る
。
3
・
5
信

虎
、
信
濃
高
遠
で
病
没
。
(
八
十
一
歳
)

勝
頼
、
信
玄
の
喪
明
け
法
要
を
営
み
、
三

河
に
進
攻
。
5
・
2
「
長
篠
の
合
戦
で
、

織
田
・
徳
川
連
合
軍
に
大
敗
。

4
・
1
6
勝
頼
、
父
信
玄
の
葬
礼
を
恵
林
寺

で
、
快
川
紹
雪
大
導
師
の
も
と
に
執
行
。

ー
勝
頼
、
北
条
氏
政
の
妹
を
妻
に
迎
え
る
。

3
・
博
上
杉
謙
信
、
春
日
山
城
中
で
病
没
。

(
四
十
九
歳
)

「
 
2
・
2
4
勝
頼
、
新
府
械
(
韮
崎
市
)
に
移
る
。

「
・
2
5
勝
頼
の
義
弟
木
曽
義
昌
、
織
田
信

長
に
通
ず
る
。
2
・
「
 
9
勝
頼
夫
人
、
武
田

八
幡
宮
に
願
文
を
捧
げ
武
運
を
祈
る
。

3
・
2
高
遠
城
落
城
。

3
・
3
勝
頼
、

新
府
城
に
火
を
か
け
岩
殿
城
に
向
か
う
。

3
・
‖
小
山
田
信
茂
謀
反
。
勝
頼
主
従
は

天
目
山
へ
の
途
中
、
田
野
で
織
田
方
の
挟

撃
を
う
け
自
害
。
勝
頼
(
三
十
七
歳
)
・

夫
人
(
十
九
歳
)
・
信
勝
(
十
六
歳
)
。

6
・
2
信
長
、
本
能
寺
で
自
害
。

(
中
略
)
I
信
義
(
甲
斐
武
田
氏
)

李弊害難字欝欝章票籍李李
(
今
川
義
元
室
)

(
穴
山
信
友
室
)

(
母
大
井
氏
)

(
左
馬
助
)

(
上
野
介
、
早
世
)

(
禰
々
、
諏
訪
頼
重
宝
)

(
浦
野
菜
室
)

(
遭
遇
軒
信
網
)

(
大
井
次
郎
忠
成
室
)

(
松
尾
氏
)

(
下
条
信
氏
室
)

(
恵
林
寺
僧
)

(
川
窪
兵
庫
助
)

(
一
乗
氏
)

(
禰
津
和
平
室
)

(
上
野
介
)

信女女女信女盛勝女女女信信義
清子子子貞子信頼子子子之親信

(
太
郎
、
母
三
条
氏
)

(
竜
弄
、
母
三
条
氏
)

(
西
保
三
郎
、
早
世
、
母
三
条
氏
)

(
北
条
氏
政
室
、
母
三
条
氏
)

(
木
曽
義
昌
室
)

(
穴
山
信
吾
室
、
母
三
条
氏
)

(
母
諏
訪
氏
)
-

信
勝
(
母
遠
山
氏
)

(
仁
科
五
郎
)

(
早
世
)

(
高
山
氏
)

(
上
杉
景
勝
室
)

(
松
姫
)

(
玉
田
寺
長
老
)

(
大
勝
氏
)

武田信玄公花押

信
道
(
伊
豆
大
島
住
)

-
信
正

-
(
伊
豆
大
畠
よ
り
江
戸
へ
出

信
興
(
表
高
家
五
百
石
)
-
信
安
-
信
明
-
護
信

信
典
-
信
之
-
崇
信
-
信
任
-
信
保

(
菊
亭
大
納
言
晴
季
室
)

昌
信
-
邦
信
-
英
信
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